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↑ への事
～第 1回7月 17 E IAl午後 2～

4時、日内ご川郷の学習室

で、第 1回目の 臨 議会 」

が 9名の委員出肩のもと で

開催 されました。

梅雨明けの暑さが鼓 し く

な つた頃でしたが、さす が

に和式ミ築で、民家の中 は

副り と涼しく、冷房穣な ど

何 のそので、むしろ委員 の

先生方 の熟い思いが会場 に

漂 つていました。

委嘱状交付、肇技社会 教

育ヨ長のあいさつ、正・ 副

会長の選出で、会長に加 藤

先生 、副会長に関口先生 が

承認渡 、あぃさつの後 、

永 日園長から「民家目の経

過 と現調 の説明があ り、

民家園協議会 ひらく=

貫 紹  介 (取志饉週小同)
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会長 館議 官●、

長童豪尋,
豪沢八重子

牛 越 九

米本  要三

ヨ|き続き目が抱えている「 当面 の課題」について問題が提還 されました。    1
委員の主な発言内容は「 減びゆく民家情報は、現地での く聞取り>でも古者の死

などで困難を極めており、
‐
阜急に裏地調査をするよう強い要菫が出されました。

また、単に百民家を慶示 するにとどまらず、その百昌家をとりまく、すべての環

境等を正しく伝ぇること、また復原す人き建物がほぼ完載した裏在 、ビジターセン
ター的な要素も兼ねた「 本 1冨」が近い将来構想される必要がある。さらにさ文書議

習全など事長日の工充も≡ まれるとの憂案がありました。

夢は大きく「本語建設」から く東洋のスカンセン)をめざしての飛目に広がり、
利やかにそして熱心な言語のうちに、第 1回の協議会の暮を署じました。



日 本 民 家 園 の あ わ 静

昭和39年市内多摩区全程の伊要家住宅が国の重要文イヒ財の指定を受けたこと
を機会に、市民資産として永久に保存するため、多摩区生日緑地公薗内に移築
することを決め、あわせてこの地域内に全国各地の代表的なさ民家を移築・復
原 し、その野外博物貸ヨとする構想をたてました。昭和41年 4月民家集落菫信事
務墨を設置し、以後吉民家 3積の移築額 が完了した昭和4χ■月、

rL本
昌家日 ,

として翼園し、一般に公開するとともに、善々と移築・復原を行ないながら、

‐

今 日に至るまで逐次

=売
をはかつてきました。           _
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今 日 の 話 題
進行中

1日所在地 冨山県東
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あたる「 合掌

造」 が本年三復原 され ます。これは冨

山県東ミミョ上平村桂 とぃ ぅ劇 |1本流

より自由書りに入つた県境loomく らい
の秘境にあったものです。民俗討には
還婚 目が飛きとの方 が濃 か ったょぅで

建物 の構造も、飛騨
=川

系 に類似して

おり、「しゃし」とぃぅ部量ゃ平入り
であることが、ゃれをを語つてぃます
創ミ年代も約 290年前と指定 され、当

初材 はすべて、ョキ 。テ =―ナで仕上

げ られ、百様を示 してい ます。この 1日

山田家が復原 されるこ とに より、民家

甲では4様の合掌造りが前うことにな
り、比薮薔究の材料としても、貫重な

ものとなるでしよぅ。
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"日

(日 )

足 員 20名       r
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中 込 9月 1日 (日 )午前 10時か ら電

話受付・ 先着順

民 具づくり教
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10月 20E027ご (日 )

定 員 30名 (2日 と も参加 できる万 )
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″ ィ/ 員 収 諷 二 異製 F技術′床吾安り の 紹 介 
―

先人が生活の 中から生 みだした 日層 品、 そこには機械 で作 られた物には感 じ
られない員 さがあ り、温かみがあ り ます 。 これらの道具は実用 の物 でぁ り、自
らが′作れるものであ ります。これ らを 長 具 と呼んでおり、 その作 り方を正 しく
習い、後世へ伝 えよ うといぅのが民技 会 の 目的です。

このような大きな目的のもとに昭莉48年 10月、この会が発足しました。会の
行事には、会員誰でも気楽に参加できる全員参加行事と、より深く専F目的なワ
.ラ細

=、

竹細工、はた議りの実技グループと、実技をもとに文字によつて普及
保存を目質とする研究需集グループがぁります。   1

日本昌家国内に事務局 をおき、 日常 の活 動 は民家国内の吉民家を会場に実夏
しています。

ワラ細ェグ ループ 手 仕 事 としては最も一般的なものです。ヮ
・ ラ製品が 日常生 活 か ら姿を 湾 したとはいぇ、家庭で 睫ぇるもの

が
事

=不

山あ ります 。作 れば作 るほど異の深いものです。

竹細エ グ ループ 竹 組 工 け材料 ごしらえが熟練を要しますが、

竹ザル等は今 でも 日常生 活 の 中に使われている楽 しいもの。い

ろいろと工夫がで き る おも しろ さが味載量す。

はた議 リグ ループ  は た の台数 が限られていますので、書同作

事となり。ます。こ・福のデザィンをはじめ、センスと技術ぶ要
求 され ます。 そ の他 三 木 染 も お こなつてい ます 。

研 究 ・編集 グ ルー プ  手 仕 事 の技術を わか りや すい文重 の図 で

説
「
・ Eし た民 具 の つ く り方 シ リー ズの編集発行 を してい ます。
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・
民 家園だ よりをお届けし

ます 。「 みんなのみ んかえ

ん」をめ ざ して 18年、当時

の樹木 も大き く百ち凛環も

罐 しました。年 F●116万人

が訪 れるこの日の動きを習

様に 広 くお知 らせしたいと

思 い ます。こ意見 。こ露恵

を お待 ちして おります .
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「 日本昌家園だょり」


